
健康市民育成のための
「歩行と姿勢」の状態像理解と実践プログラム

状態像理解

データ提供

心身状況理解
・体幹の状態
・手足の運び
・心的状態

実践プログラム

／ば言望鰐案

I 
：痛み体操

加賀市民

■ 立ち姿も歩き姿も座り姿も美しく、 健康的な加賀市民を育てる！
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マルチモ ーダル ・ ペイン ・ センシングに基づく

痛みの状態像理解

・バイタルデータ
//Inbody
・身長
・筋肉量
・体重
・体脂肪率
• BMI

//FitBit
・心拍数
．睡眠時間
・歩数

//Calm. 
・心電位
・活動置

／／手尺
・ メジャ ー を用いた足胴まわり

・歩行データ

•生活データ
／／アンケー ト，主観的デー タ
．痛みアンケー ト（愛知医大保持）

→主観(N RS,VAS, FPS,PH PS)
客観(BPS,CPOT)

．痛みの状態
．悩み
・食生活

／／映像OpenPose
・歩行速度
・歩幅
．姿勢骨格

//MiruBoard
・立位時の前後左右リ ー チの長さ

//Vicon
・各関節可動域

―
―
―
―

 

データ収柔・記録

一
品歩行と姿拷PJ

介入

晶
唸

一

データから状感像を分析・観察

一
》
》
一

データ収柔・記録

本人の状態像理解に役立つデー タを継続的に
収集し、 時系列データから状態変化を捉える
仕組みを開発






























